
（別紙３）

～ R７年　2月　21日

（対象者数） 22 （回答者数） 18

～ R7年　2月　21日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

小集団の中で個々の目標を明確にしていく

2

専門職による事業所内研修の機会を設ける

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

小集団の中でも個々の目標を明確にしていく

2

3

音楽を使ったプログラム（リトミック、拍とりリトミック） 小集団における気持ちの切り替えを目標としたプログラム

保育士・PT・STの専門職の支援がある 困りごと等あれば専門職より助言をもらう

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

個別に特化した活動は言語聴覚士のプログラム 小集団活動をベースとするため

R7年　2月　21日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　3月　24日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 サポートルームyellow1st　児童発達支援

○保護者評価実施期間
R７年　2月　3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


